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１　はじめに
本稿では、栃木県宇都宮市で活動する地域若者サポートステーション１）である「とちぎ
若者サポートステーション」（以下、「とちぎサポステ」と略記）において中心的な役割を
果たす２人のスタッフへの聞き取り２）に基づきながら、地域若者サポートステーションの
存在およびその支援活動が若者たち３）の自立にとってどのような意味をもちうるのかを検
討する。
ニートや引きこもりといった若者への支援が社会的課題となって久しい。2003年には４
省府（文部科学省、厚生労働省、経済産業省、内閣府）が若年者の雇用問題への対策とし
て、若年者の働く意欲を喚起しつつ全てのやる気のある若年者の職業的自立を促進し、若
年失業者等の増加傾向を転換させることを目的とした「若者自立・挑戦プラン」を取りま
とめている。そこでは当初、いわゆるフリーター層を含む不安定就労問題に焦点が当てら
れていた。
しかし、2005年に「若者自立塾」、2006年には「地域若者サポートステーション」が設
置されるに至り、必ずしも就労問題に収まらない広い意味での若者の自立へとその課題が
シフトしてきている（横井 2006）。こうした変化の背景には、「フリーター」や「ニート」
などの問題を“労働市場”の問題としてのみ捉えるだけでは不十分であるという現実が存
在している。こうした変化の中、とりわけ地域若者サポートステーションにおける支援活
動については、若者の自立に関する幅広い支援をすることが期待された。それゆえ、単な
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１ 地域若者サポートステーションとは、若者の自立支援を行う自立支援業務の名称である。厚生労働省の
委託事業として2006年度よりスタートした。2010年12月現在、全国100か所に設置されている。
２ 聞き取りでは、それぞれのライフヒストリー及び若者支援にどのようなスタンスで関わろうとしている
のかという２つのテーマについてお聞かせいただきたいということのみ伝え、自由に語っていただいた。
Ａ氏への聞き取りは2009年11月20日の15時～16時に、作新学院大学にて実施した。Ｂ氏への聞き取りは
2009年11月26日の18時～19時にとちぎ若者サポートステーションにて第１回目を行ない、2010年１月24日
の18時30分～19時30分にとちぎボランティアネットワーク（注９にて説明）の事務所にて第２回目を行な
った。
３ 本稿における「若者」とは、基本的には18～39歳の若年無業者のことである。ただし、とちぎサポステ
においては当該年齢外の者についても、支援するべきとの判断がなされれば支援の対象となることがある。
る就労支援にはとどまらない、より幅広い支援プログラムを提供することがますます重要
になってきている４）。
その点、とちぎサポステは既存の就労支援プログラムの枠組みにとどまらずに独自の支
援プログラムを積極的に開発・実施するなど、注目に値する活動を続けている。とちぎサ
ポステのそうした活動には、とちぎサポステの主宰者であるＡ氏および、とちぎサポステ
の開設当初から中心的なスタッフとして主として来所者との面談業務に携わってきたＢ氏
の若者支援に対する考え方が色濃く反映している。そこで本稿では、彼らへの聞き取りに
基づきながら、彼らの若者支援活動への参入経緯、活動へのスタンス等を概観する。さら
に彼らの実践の特質を明らかにすることを通して、地域若者サポートステーションにおけ
る活動の今後の方向性について展望する。
２　活動の概要
とちぎサポステは、厚生労働省が実施した「地域若者サポートステーション」の１つと
して、本稿で取り上げるＡ氏が中心となって2007年５月、宇都宮市内にある「ジョブカフ
ェ」の施設内に設置された。
とちぎサポステの開設以前にも、栃木県内ではすでに種々の若者就労支援が展開されて
いたが、とちぎサポステでは既存の若者就労支援施設やジョブカフェとの緊密な連携をと
りながらも、「非求職型」の若者に対する就労支援プログラムを常に開発し続けてきた。
その結果、とちぎサポステにおいてはキャリアカウンセラーによるキャリア相談、臨床心
理士による心理相談、訪問サポート（アウトリーチ）、スタッフ相談、ソーシャルスキル
トレーニング、若者ミーティング、職場体験、講座など総合的で多様な支援プログラムを
用意することとなった（表１）５）。利用者の学歴（表２）から明らかなように、とちぎサポ
ステの利用者の主体は高校卒業者および大学卒業者である｡しかし中学在学の生徒から大
学院修了者まで幅広い層がとちぎサポステを利用していることも見て取れる｡また利用者
には何らかの障がいや疾病を有しているものも多く、病状は多岐にわたっている（表３）６）。
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４ ニートや引きこもりに関する論議及び支援の概況については、玄田・曲沼（2004）、本田（2005）、本
田・内藤・後藤（2006）などを参照のこと。
５ 支援プログラムのうち「若者ミーティング」については、筆者もその立ち上げと運営に関わっている。
そこでの若者たちの様子や若者ミーティングの持つ機能等については、村澤・山尾（2009）を参照のこと。
６ とちぎサポステに来所する若者たちのライフヒストリーについては、川島（2008）を参照のこと。川島
によれば、とちぎサポステに来所する若者には、対人関係の中で他者から「存在否定」され対人恐怖的な
状態となっていしまい「孤立状態」に陥っていくという問題と、「不安定就労」を繰り返す中で徐々には
たらく意欲を失い「無業状態」に陥っていくという問題の、二つの問題が存在している。そうした問題に
いかに対応するかが、とちぎサポステの課題となっている。
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キャリア相談
（キャリアカウンセリング）
こころの健康サポート
（心理カウンセリング）
スタッフ面談（インテーク等）
訪問相談（アウトリーチ）
サポステホットライン（電話相談）
SST
（ソーシャルスキルズトレーニング）
就活講座
参加しよう！もちアゲ隊
（自然体験・共同作業体験）
職場めぐり（職場見学）
ちょべり場（若者ミーティング）
サロン・月の庭
（女性限定の若者ミーティング）
相談事業 イベント事業
表１　とちぎサポステの支援プログラム一覧
表２　利用者の学歴
表３　利用者に見られる病状
３　活動を支えるスタッフ
前節で述べたとおり、とちぎサポステにおいては様々なプログラムが企画・実施されて
いる。この中でもＡ氏が中心となって行われているのが、「訪問相談」である。これは
「ひきこもり」状態にある若者の自宅へ訪問し、本人や家族の相談を受けるという活動で
ある。とちぎサポステの支援プログラムがいかに充実しても、その場に来てもらわなけれ
ば支援を受けることはできない。その意味で、この「訪問相談」は重要な意味を持ってい
る。
またＢ氏は、「スタッフ面接」を担当している。すでに見たように、若者たちの多様な
ニーズに対応すべく、とちぎサポステでは多くの支援プログラムを用意している。そうし
たプログラムを有効に活用していくためには、とちぎサポステに訪れる若者１人１人のニ
ーズを聞き取り、適切なプログラムを紹介する作業が不可欠である。それが「スタッフ面
接」である。「スタッフ面接」は、初見の利用者のニーズを把握してキャリア面接か心理
面接かのいずれかにつなげるためのインテーク機能を有している。とちぎサポステの開設
当初より、この「スタッフ面接」の任についてきたのが、次節で取り上げる２人のスタッ
フのうちの１人、Ｂ氏である。ただし、実際にははじめに出会ったスタッフから別の専門
家へ相談員が交代することでつながりが切れてしまう場合が多く、結局はじめに話を聞い
たスタッフが継続的に話を聞かざるを得なくなる場合が多い。そのこともあり、Ｂ氏は多
くの若者たちととちぎサポステとをつなぐキーパーソンとなっている。以下では、２人へ
の聞きとりに基づいて、彼らが若者支援活動に携わるようになった経緯をまとめる。
３.１　Ａ氏
栃木県に来るまで
A氏（以下、敬称略）は40台後半（2009年現在）の男性である。東京都内の出身で、30
台半ばまで都内で生活している。大学時代は「エスカレーターで行っちゃった」こともあ
り、必ずしもまじめに勉学に励んだというわけではない。大学は５年間在籍したが、中退
することとなった。
ただし勉強することそれ自体が嫌いというわけではなく、学生時代から英語に関わる仕
事をしていた。中退後は学習教材や科学雑誌を開発・販売する会社に就職し、開発と営業
の両方の仕事にたずさわるようになった。
30台前半まではその仕事を続けていたのだが、栃木県のＴ町で塾を経営している塾長か
ら、塾を買ってくれないかとの話を持ちかけられた。Ａは大学２年生のころから家庭教師
や塾講師という形で「子どもに何かを教える」ことを続けてきたという。そのこともあり、
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Ａはその申し出を受けることにした。
２人の若者との出会い
Ｔ町での塾経営をはじめて２、３年の間は、生徒数も100人を超えるなど経営は順調で
あった。そうした経営と平行して、Ａは学校に行かない生徒たちの面倒をみるようになる。
その活動の中で、Ａは２人の若者と出会う。その出会いがＡのその後の活動の「大きなポ
イント」であった。
一人はＣという生徒である。Ｃは当時中学生で、勉強もでき学校生活も充実していたが、
高校に進学した頃から徐々に変わり、その後様々な問題を起こしてしまった。Ａはそのよ
うなＣの相談を継続的に受け、サポートを続けた。
もう一人の若者はＤという生徒である。Ｄは中学在学時にＡの塾にやってきたが、最初
から「荒れて」いたという。その後塾や中学校で問題（暴力事件）を起こしてしまう。Ａ
はＤのサポートを続け、高校に合格したが、ある問題をめぐり高校と対立し、中退するこ
とになった。
Ａにとって、この二人の若者との出会いが大きな転機となっている。Ａによれば、こう
した若者たちは地域住民から「悪だ」と見られている。そして地域住民はそうした若者た
ちを「追い出して」しまう７）。
（ＣやＤのような子どもは）８）悪ってことになって、決まってしまうと
（地域から）追い出してしまいますよね。
悪は悪だって言うんだから、当然行くとこないんで、たとえば、母子家庭
のお母さんが仕事でいないときに集まったり、そこでタバコを吸う、酒を飲
むってなりますよね。でそれはもう、結局あれなんですね、地域を追い出し
てしまうのは、みんな地域の人だってことがまざまざとわかりましたし…
Ａはそうした状況を打開しようと、学校や地域における対応がいかに可能かを模索し始
める。1999年にはＡの知り合いが教育ネットワークというNPOを立ち上げたが、Ａは当
初その活動の中で高校中退者へのケアを行おうとした。だが、高校中退者をめぐる状況の
調査を進める中で、不登校の問題に直面することになる。そこでＡは栃木県における不登
校およびそれに対する支援の状況を調査し始めた。その結果、栃木においては不登校への
支援が点在しているものの特定の地域でのみ活動が続けられていたり、あるいは支援者が
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７ 段落を下げた部分はＡの語りである。以下も同様。Ｂの語りについても段落を下げてある。
８ 筆者補足。以下引用中の（ ）は同様。
表立って支援のことを話せなかったりするという状況にあることが判明した。そこでＡは、
点在する活動のネットワークを作ろうと試みた。
Ａはこのようなネットワーク作りの活動を展開する中で、2002年には不登校や引きこも
りの若者を支援するＹ氏と出会う。Ｙ氏は自らも不登校を経験した男性だが、彼との議論
を通して「引きこもっていた若者が一歩出る場がない」問題に気がつく。Ａはその問題を
解決するべく若者の居場所を作ろうと考えた。その結果、栃木県内に計10カ所の居場所を
作り、そこにＹ氏を招いて若者とともに話すという活動がスタートした。この活動はやが
てＹ氏に全面的に任されていくことになった。
その後Ａは、Ｔ町での塾の活動をさらに展開し、2008年には若者たちの居場所を立ち上
げることになった。その居場所は、行政には適応指導教室として届けられ運営されている。
適応指導教室の目標は学校・学級への復帰であるが、Ａは必ずしもそのことを最重点課題
とはしなかった。
市民学校をつくるみたいな、学校に必ず行くんじゃなくて、学びの場を作
ろうじゃないかってのが、基本だったんです。
こうしたＡの考え方に対しては、本来的には学校復旧を前提としている施設ということ
もあるので県からのクレームもあったそうである。しかしＡはこの基本を崩さず運営を続
け、開所２年目で通級率は７割を達成した。
その後Ａはこの活動を他のスタッフに任せ、さらに次のステップへと進んでいった。Ａ
は若者のケアを続ける中で、とちぎボランティアネットワーク９）と出会うことになった。
2004年のことである。当時Ａは、引きこもっていた若者たちの支援をする中で、彼らに立
ちはだかる就労の壁をいかに克服するかということが大きな課題であることに気がつく。
Ａはその解決を模索するべく自立支援施設等をくまなくめぐったが、あまり参考にはなら
なかったという。
けっこう自立支援の施設というのは一方的なところが今でも多いんですけ
れども、厚労省はそれを認めていますけどね。まあ、あの要するに、引きこ
もりは病気だっていうような観点で直そうとしているところとか…中略…参
考にできなかったんですよ。
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９ 栃木県で活動するNPO。同NPOの定款によれば、活動目的は「栃木県域の市民および、この会の趣旨
に賛同するだれでもが、ボランティア活動に自主的に参加できるように、また、すでにボランティア活動
に参加している個人および団体が、継続的に参加できるよう協力援助し、地域社会の発展に寄与すること」
（第３条）である。
そこでＡは、ある専門学校の協力を得て、若者たちの学ぶ場を新たに作ろうと試みた。
ところが、この活動が頓挫し、１年で終わってしまう。Ａによれば、その理由には、若者
たちのニーズを読み切れなかったことがあげられる。
高校で勉強が、社会と密接に結びついていない。…中略…そういった高校
を何とかできないか、なおかつ、不登校の子たちが、「学校に行っても（意
味がない）」とほざいているので、なんとかその受け皿が作れないかって話
をしてたら、専門学校の校長から話があって、うちで学校つくんないかって
話だったんで、皆でいろいろ話して。…中略…先生らも県内のNPOの人た
ちばっかり。スペシャリスト全部集めて、ほんと低賃金で（始めた）。…中
略…結局ですね、高校に行きたいんですよ。普通の高校に行きたい。ほんと
は彼らにしてみれば定時制も、通信制もじゃなくて、普通の高校に行きたい。
それがどっかにあるんですね。誤算でしたね。
とちぎ若者サポートステーションの誕生
ただし、その活動は全くの失敗に終わったわけではなく、さらに新たな展開の萌芽とな
っている。１年間続いたその学校で学んだ若者が正社員として採用されたのである。そう
した成果に加え、同時期に、上述したとちぎボランティアネットワークと様々な企業との
連携が活発化する。その結果、とちぎボランティアネットワークとして若者に対する学ぶ
場を提供することが決定され、2005年にはワーキングスクールという形で再スタートする
ことになった。
この活動は2006年までの２年間にわたり実施されたが、受講者の７割が何らかの形で職
を得ることができるという実績をあげ、各方面から評価された。その関係で、地域若者サ
ポートステーション事業に応募することが決定された。応募して１年目は採用されず、活
動が立ち消えになることが危ぶまれたが、並行して申請していた郵政省の助成金が通り、
活動を継続することができた。
２年目の応募は採用され、2007年４月からとちぎ若者サポートステーション事業として
新たに活動するようになった。この活動は2010年12月現在も継続されている。
３.２　Ｂ氏
「当事者」としての生活
Ｂ氏（以下、敬称略）は40台後半（2009年現在）の女性である。すでに述べたように、
とちぎサポステでは、サポステに初めて訪れた初回利用者の面接（インテーク）を担当し
ている。
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Ｂは先に述べたＡとは異なり、そのキャリアの初発から若者支援等、若者と関わる活動
に参与していたわけではない。むしろＢ自身が、支援対象の若者に近い経験をしてきてい
る。Ｂは10代後半から20歳前後まで、学校へ行くことに楽しさを感じることができなかっ
たという。
そこそこ、中学高校はごまかして行ったんですよ。でも、ちっとも楽しく
なかったの覚えてるし、うん、高校なんかは、ほんとに、自分がどういう心
境で行ってたか鮮明に覚えてるくらい、本当にこう、自分の中でワクワクす
るものもなしに過ごしてたりもしてて、で、大学受験、そんな調子だから大
学なんかも、もう、全く気持ちが入っていないのに、形だけ。
Ｂはこうした中学、高校時代を過ごしたが、大学へは入学した。しかし、すぐに大学を
やめてしまう。その後Ｂは、30代から40歳前後まで、他者との接触を極力避けるような生
活を続けたという。
私の中ではすごい無気力感、の方がずっとあって、で、結局、大学も行っ
てそこそこに、うん、前期だけ行ってもう、これは絶対続けらんない、もう
入学式の時から思ってたんですけど、これは続かないって思ってて。
ほんとに人にかかわらない様な生き方をしてて…中略…私は本当に自分は
すごく人嫌いだと思っていたので、30代は本当に人とかかわらない生き方し
てたんですよ。ちょっとこもるような。
人生の意味の問い直し
40代に入ると、こうした生活を続けていたＢに心境の変化が訪れる。
私はまあ、色々こうありまして、だいたい40くらいの時に、こりゃちゃん
と仕事せにゃあかんと…きちんと、自分の人生を考えなきゃいかんと、40に
なって目覚めたわけですよ。
私はほんとに、人と関わることは向いていないんじゃないかと思ってたん
ですけど、なんかやっぱり、すごく、これだけすごく、人を拒否しようとし
たり、拒否するっていうのは、逆にものすごく人が好きで、興味があって、
その反動なんだろうなって思い始めて。これから先、仕事するときには、人
と関わる仕事にしようって。なんかね、人と全く離れた仕事とそういう環境
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にいて、逆に、すごくそういう思いが強くなったんですよ。
Ｂは新たに芽生えたこの思いを、まずは介護職という形で実現していく。Bは特別養護
老人ホームで介護職員として働きだし、４年間にわたり勤めることとなった。
しかし介護は重労働であり、「長くは続けられない」と思ったという。その後Ｂは介護
の仕事を辞め、次の道を模索し始める。その際には「あらゆる情報」を探っていたという。
その過程で、前述のＡの事例でも登場した、若者支援活動の主宰者であるＹ氏のことを知
る。早速ＢはＹ氏の講演等に参加したが、Ｂにとって、Ｙ氏の語る言葉は「腑に落ちる」
ものだった。
なんかこう、無条件にね、介護の仕事してるときとは違う、なんかこう、
自分にすごいフィットする感覚、そのときにあって、あの、なんか、当事者
側のね。支援するっていう気持ちよりもね。
先に述べたように、Ｂ自身が青年期に他者を避けるような生活をしてきたが、Ｙ氏も時
期の違いこそあれ、同じ経験をしている10）。Ｂにとって、そうしたＹ氏の経験は「根っこ
はそっくり」であった。ＢはこのＹ氏との出会いをきっかけに、自分自身の経験の意味を
捉え返すようになった。
少なくとも（大学を辞めて）その後20年、年を経てると、社会的な経験は、
偏ってて、あんまり一般的じゃなくても、20年生きてると、やっぱり人って、
あのときとは違うものがしっかりあって、この歳まで生きてこないと、わか
んないというのが。だから、今そこ（問題を抱えている状況）にいる人たち
に、今はわかんないだろうけど、この歳になると絶対違うよってことを、な
んかね、いいたい気持ちと、ね、いろんな気持ちが（出てきて）。
若者支援へ
その後Ｂは、この気持ちを実現すべく多方面の情報を収集した。その中に、とちぎボラ
ンティアネットワークの情報誌があり、その時点でとちぎボランティアネットワークおよ
び、前述のＡと出会うことになった。Ｂはその情報誌を定期購読したいと考え事務局に問
い合せたところ、一回遊びに来ませんかと誘われ、事務局を訪問した。するとその時のス
タッフＴ氏に、ワーキングスクールの立ち上げに誘われることになった。Ａの事例ですで
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10 Ｙ氏は中学時代の不登校を経験している。
に述べたが、ワーキングスクールとしての活動は１年間で終了し、その後２回の申請を経
てとちぎ若者サポートステーションが立ち上がるが、Ｂはそのスタッフとして若者と関わ
るようになった。現在もその活動は続いている。
４　とちぎサポステにおける若者支援活動の特質
前節で、とちぎサポステの中心人物である２人が若者支援活動に着手するまでの経緯を
概観した。本節では、如上の経歴を有する２人が若者支援活動において重視していること
は何かを、再び２人の語りに耳を傾けながら探ってみたい。
４.１　若者の現状への接近
まず、当然のことではあるが指摘しておかねばならないのは、両者とも若者たちの抱え
る困難を具体的に知り、その上で若者支援活動に参与するという道を選択していることで
ある。Ａは「大学の２年生くらいから」家庭教師や塾の講師の仕事などを通して若者と関
わる活動を今日まで継続しており、その中で若者たちが直面する様々な困難を共に経験し、
その解決へ向けた活動が必要であることを痛感してきた。またＢにおいては、とちぎサポ
ステにやってくる若者の少なくない部分が経験している学生生活や人生における悩み、そ
れらがきっかけの一つとなって生じる不登校ないし引きこもりといった困難を、自らもま
た経験している。そして、自らも不登校経験者であるＹ氏との出会いを通して、Ｂには
「今そこにいる人たち」すなわちとちぎサポステに来る若者たちに対して、自らのそうし
た経験を「言いたい気持ち」が芽生え、それが若者支援活動に参与するきっかけとなって
いる。このような、若者の現状をふまえた両者の課題意識が、とちぎサポステにおける若
者支援活動の根底に存在している。
４.２　すべてを受け入れる
すでに見たようにＢは若者支援活動に携わる前に介護職を経験しているが、そこでの経
験の中で「人と関わる仕事」は「線引きできない」ことを痛感している。そうした彼女の
思いは、とちぎサポステにおける活動にも反映しており、基本的には来所する利用者すべ
てを受け入れるという方針が貫かれている。
（厚労省のスタンスは）要するに、制限設けないわけですよね。サポステ
にといあわせてくる方に関しては。…中略…ほんとにね、これだけ、あの、
そういう方たちの、受け入れる場がないんだもの、そういう方たち、行き場
がないのも当然だと思ったのがね、最初の１年間くらいでしたね。で、なん
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となく、なんでもかんでも、何でも屋さんになってって…中略…私とＡがこ
ういう性格なんで、なんでもオッケーしちゃうじゃないですか。
もっとも、利用者を無条件に受け入れるというとちぎサポステのスタンスは、必ずしも
手放しで評価されているわけではない。
こちらの資源的なものであるとか、そういうものがそろっていないのに何
でもかんでも受けるのは無責任じゃないかっていう。その通りなんですけど。
しかしＡもＢも、両者とも、できる限り受け入れることが重要だと考えている。そして、
来所した利用者たちのニーズからとちぎサポステのプログラムを作っていくというスタイ
ルが望ましいと考えている。
でも、だからといってこう、これはこちらの担当ではありませんって、断
る理由は何もないし、やっぱりそういう問い合わせがあれば、あの、ほんと
に、急場ね、どうにか、すぐに、そういうものを提供するわけではないです
けど、そういう人たちが、どういうものをこう求めてて、どういう場が必要
であって、どういうふうな関わりが必要であってとか、逆に見えてきてる証
拠なので、そういうニーズに合わせて、どんどんこちら側が、そういうもの
を作っていくなり、そういう関係性を広めていけばいいんじゃないかってい
う。最初にそういうニーズがあって、こちらの支援する対象とかね、プログ
ラムの内容が決まっていく方が自然じゃないかなって思ったんですよね。こ
っちが最初にプログラム用意しちゃうんじゃなくて。
４.３　居場所と関係性を作る
このようなスタンスに至るのはなぜか。両者の語りからうかがえるのは、行き場を失っ
た若者が安心して留まることができる居場所が必要だとの判断である。すでに見たように、
Ａは東京から栃木へと移り住み学習塾や適応指導教室を運営していたが、そこに来る子ど
もたちについて次のように語っている。
学校なんて逆に行かせないですから、絶対。…中略…学校が嫌で出てきて
るんですから、なんで学校に戻すの？うちらの考え方は学校を飛び出してい
ますよね？不登校で。普通家出したら、家出した子に「えっ、なんか家であ
ったの？」って聞くじゃないですか。で、学校飛び出して行った子達に「な
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んで学校帰んないの？」って聞くんですよ。「学校でなにかあったの？」っ
て聞かないんですよ。同じですよね。まったく。でてきたのは。で、まあ、
そこのところが、やっぱり、あくまでも学校行かなくちゃいけないっていう
義務感に、あのー…なっていく。
「学校が嫌で出てきてる」生徒に対して、その学校へ戻れというのであれば、そして生
徒がそうできないのであれば、その生徒は他に行き場を失ってしまう。Ａはそれが問題だ
と考え、あえて「学校なんて逆に行かせない」とまで言い切っている。
またＢは、とちぎサポステは若者たちにとって、失われた「所属」を再獲得し、気持ち
が「楽」になる場だと考えている。
結局、みんな、所属してないから不安なんですよね。ぽつんと、学校にい
る間は学生だけれども、もう、卒業してしまうと、何にも。社会人でもない、
ほんとに、どこかにこう、所属しているわけでもない、そうすると、本当に
自分が、糸の切れた凧のような、すごい、こう、孤独というよりは、孤立し
た感じに、ね。だから、その、所属してない不安感っていうのが、もし、例
えば、今はサポステに所属してるっていうだけでも、すごくこう、気持ちの
上では楽になるんじゃないかなっていうふうなのも、実感してて。出来れば、
将来的には、ほんとに、そういう意味での、学校でもない、職場でもない、
でも、なんとなくこう、居場所としていられる、場所と時間と。なんか、そ
ういう風な、場所なり、なんかそういう風な、なんか、こう、組織というか、
なんかそういうものができたらいいなというのは、ほんとに実感として。
このように、Ｂはとちぎサポステを、所属を失った若者たちの居場所として機能させた
いと考えている。ただし、とちぎサポステがそうした居場所として機能するのは、利用者
との関係性の確立があってこそだとも考えている。
すごくやはり感じるのは、ただ、その瞬間だけ、刹那的に、こう、つなが
るっていうんじゃなくて、こう、つながってるっていうのが、確実なんだっ
て、実感できるまでの、なんか、そういう関わり、みたいなもの。これはほ
んと、時間もかかるし、これはほんと、時間もかかるし、あの、一朝一夕に
はできないと思うんですけど、やっぱりほんとに最初、繋がったと思っても、
ほんとにそれは、果たして、どうなのかっていうのは、誰もがね、不安だし、
信用できなかったり、色々なんですけど。でも、こうやって繋がっているっ
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ていうのは、保障はないけど、信じたときにほんとに、繋がってるっていう
ことは、分かる。だから、疑えば、繋がってることでも、あの、ほんとに気
づかないけれども、あの、もしかしてこれ繋がってるのかなって分からない
けれども、信じたときに、初めて繋がれるんだと思うんですよ。
４.４　若者支援における就労の意味を問い直す
以上のように、ＡおよびＢにおいて、とちぎサポステは若者たちの居場所としての機能
を有するようになることが期待されている。しかし、地域若者サポートステーションの設
置の趣旨に沿うならば、来所する若者の就労をいかに確保していくかが課題となることは
論を待たない。この点について、ＡとＢはどのように考えているだろうか。
まずＢは、とちぎサポステにおけるインテーク作業を継続してきた経験から、次のよう
な実感を有している。
なんか、要するに、あの、本人も分かんないんですよね、自分が何を求め
てるのか。何を相談したいのかも。最初のこう、主訴みたいな部分を聞くと、
そこで明確に「これです」なんて言える方ほとんどいないですもんね。だか
ら、何をご相談したいですか？って聞いた時に、ううんって言いながら、こ
う、なんとなく気が付くと、過去からの自分のことを、その段階から話し出
しちゃうようなことが、あって。だから、つくづくね、インテークやってて
思うのは、とにかく誰かに聞いてほしかったんだなっていうことだけですよ
ね。だから、そこから先は、もうちょっと、次に会ったときに考えてみよう
かっていうくらい。最初のインテークで会ったときに、はっきり、その部分、
あの、次に繋げられる方の方が、実は少なくて、じっくり話を聞くの、ほん
とに、２・３回やってからの方が、逆に、はっきり分かってくるかも知れな
い。
何が悩みなのか、それを明らかにすることがまず第一歩。Ｂはそのように考えている。
さらにＢは、とちぎサポステは就労ということに関して、必ずしも専門的な対応をしなけ
ればならないわけではないとも考えている。
あのね、そう、だって、就労っていうのは、たとえば、気持ちが、人と、
ほんとに、ね、関わって、繋がって、で、そこでほんとに、嬉しかったり悲
しかったり、色々気持ちが躍動してきて、それでだんだん仕事っていうもの
に意識が向くわけじゃないですか。最初から、まったく心がね、ぴたっと閉
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ざされていて、就労就労って言われたって、そんなね。ですから、要するに、
回りまわって、本当に、就労支援の一環であるわけですよ。一番、根本的な
ね。だから、就労支援っていうのは、そっちの、ほんとに専門家の方たちが
いらっしゃるわけで、そういうことを求めている時に、ほんとうにそちらの
方が対応してくださることなので。
就労へ向けた専門的な対応は就労支援の専門家に対応してもらうものであって、とちぎ
サポステはその部分ではなく、来所した若者たちが就労への一歩を新たに踏み出そうと考
えるようになるまでのサポートをすることが重要である。Ｂはこのように考えている。
とはいえ、このことはとちぎサポステが就労支援を軽視しているということを意味しな
い。当然のことながら、とちぎサポステの重要なプログラムの一つにキャリアカウンセリ
ングがある。また、Ａはとちぎサポステの前身となった活動を通して知りあった県内の企
業に協力を依頼し、若者たちに就労体験を提供するプログラムを実施している。ただし、
就労へ向けた支援の枠組については、Ａの就労支援観が反映されている。
インターンシップは、基本的に一流大学か有名な一般大学でも成績の高い
生徒じゃないですか。休みがちで、ダメな生徒、絶対いるんですけど、でき
ないじゃないですか。だから、そこがやっぱり、例えブランクがあっても、
例えダメでもできるようなインターンシップができないか、で、そのかわり、
あの、自分でお金を払わせることが、まじめにやることに繋がることだと思
ったんですね。…中略…結局その、こういった子どもたちを、結局誰かが見
ていかなくちゃいけないじゃないですか。ほんとはダメな人間はいるんです
よね。10人いたら１人ぐらいは。まあ、そのダメな人間を切らずに昔は育て
て、できるだけ、できなければじゃあできることを与えていったんです。そ
れが今は効率化で、この子よりも派遣の方を入れるっていう風にやっちゃっ
ているもんがありますから。
最初からできる学生に、さらなる成功体験を積ませる場としてのインターンシップ。そ
れはとちぎサポステに来所する若者たちに必要なものではないし、彼らがそうしたチャン
スを得ることはできない。Ａはこの問題を指摘している。そうした問題に対し、Ａは、い
わば育てるインターンシップの重要性を主張しているのである。
264
５　結びにかえて
以上、２人の活動への参入経緯や２人が活動で重視していること、それが具現化された
ものとしてのとちぎサポステにおける若者支援活動の特質について見てきた。こうした２
人の活動スタンスおよびそれが反映したとちぎサポステの若者支援活動は、若者の自立と
いうサポステの目標にとってどのような意味を持ちえているのだろうか。
すでに見たように、Ａ、Ｂともに自らが生きる中で、若者の苦難をリアルに経験してい
る。そうした経験がとちぎサポステにおける若者のニーズにあった支援として結実してい
るが、そこで重視されているのは、来所する若者たちをまずは受け入れること、関係を作
ることである。Ｂの語りに端的に表れているように、とちぎサポステに来所する若者たち
の多くは、他に行き場がない。そうした若者たちをまずは受け入れること。これが非常に
重要である。というのも、すでに見たように来所する若者たちにおいては、所属の欠如と
いう問題がしばしば見られるからである。
そうした問題に対して、どのような状態であってもまずは受け入れ、そして様々な支援
プログラムへの参加を通して何らかの形でとちぎサポステという場に留まることが、所属
をなくし不安定な状態の中、自尊心を失っている／失いかけている若者たちにとって何よ
りの支援となる。とちぎサポステは、いわば若者への所属の提供という機能を果たしてい
る。
この機能の重要性について、Ａ．ホネットの承認論に即して考えるなら、次のように言
うことができるだろう11）。ホネットは我々人間が自己自身を十分に肯定できるためには、
母子関係を典型とするような、自己という存在の根源的な自己承認（自己信頼）、集団の
一員であることの自覚から得られる自己承認（自己尊重）、そして集団の中で固有の位置
をしめる存在であることの確認から生じる自己承認（自己評価）という、３つの承認が必
要となると主張している。若者がこうした承認を獲得する上では、まずは他者とのつなが
りを得る必要があるし、そうした他者とともに過ごす場が必要である。どんな若者であっ
ても、排除せずにまずは受け入れるというＡおよびＢのスタンスは、とちぎサポステがそ
うした場として機能することを可能にしているのである。
さらにとちぎサポステにおける就労支援に関しても、２人のスタンスが活かされている。
Ｂは自らの経験もあり、就労は機が熟したときに初めて可能になるものだと考えており、
インテークにおいてはまずもって当事者が何を求めているのかを引き出すことを心がけて
いる。その上で、就労につながるならしかるべき専門家に紹介している。またＡは、とち
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11 ホネットの承認論については山尾（2009）を参照のこと。
ぎサポステに来所する若者たちについて、彼らが就労に役だつスキルや能力を必ずしも十
分に有しているわけではないことを熟知している。しかしインターンシップのあり方を工
夫するなどして、「彼らができること」を探し、それを手がかりとして若者たちを育てて
いくという形で彼らを受け入れている。
以上見てきたように、２人のスタンス、そしてそれがベースとなっているとちぎサポス
テの運営スタイルは、単純に就労をゴールと設定し、そこへ向けてスキルアップのみをは
かるようなものとは大きく異なる。そうではなく、若者一人一人がまさに自分一人でも生
きていけるのだとの自信を持ち、自らの存在を肯定できるような、そうしたいわば他者と
のつながりに裏打ちされた自己の形成を支援することが、とちぎサポステの基本となって
いる。
さらに興味深いことに、そうした自立支援活動がベースとなってあらたな就労支援プロ
グラムが生まれつつある。現在とちぎサポステでは新たなプロジェクトを立ち上げている。
とちぎサポステの支援を受けてきた若者たちが中心となって、都市近郊で農業を営む生産
者の農産物を集荷し、中心市街地で販売するという産地直送販売活動である12）。筆者の見
るところ、この活動の意義は若者支援活動の文脈を超えていく。すなわち、実質的に中心
市街地活性化へ向けた活動ともなっているのである。冒頭で指摘したように、今後の若者
支援活動においては就労支援にとどまらない幅広いプログラム開発が求められているが、
そうした要請に対する具体的な応答を、本稿で見てきた２人のスタンスに裏打ちされたと
ちぎサポステの実践に見ることができる。とちぎサポステの活動は、今後どのような展開
を見せるのか。我々は引き続き注目していかねばならない。
付記：インタビューにご協力いただいたA氏およびB氏に感謝いたします。なお、本研究
は独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（C）課題番号20530781）の
助成を受けたものである。
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